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港北小ふれあい広場 

 11月 2 日に港北小ふれあいひろばが開 

催され、かながわクラブは今年も焼きそばと

キックターゲットを出店いたしました。「港北

小ふれあいひろば」は港北小の PTA 主催

により、地域団体や地元の子ども会等が屋

台や催しを行い、港北小学校の生徒さんや

地域の子ども達に楽しんでもらおうというイ

ベントです。 

かながわクラブは学校や地域からの要望

もあり、港北小を主に利用している小学生

の保護者とスタッフにより毎年出店しており

ます。今年度も多数の保護者の皆様にお手

伝いいただき、盛況のうちに無事終えること

ができました。本当にありがとうございまし

た。 

 

大会・公式戦結果 

 

 小 5  

【MIHARU Friendly CUP】 

■予選リーグ 

vs 三春 SC  4-2○ 

vs 城北ファイターズ  1-1△ 

vs 船越 FC  11-1○ 

■決勝戦 

vs 荏田東 FC  4-0○ 

※最終結果： 優勝 

 小 6  

【JFA リーグ】 

vs 小雀 SC  2-0○ 

vs KAZU SC  1-0○ 

【国際チビッ子サッカー大会】 

■決勝トーナメント 1回戦 

vs 岩崎 FC    1-1(PK3-4)● 

【日朝親善サッカー横浜大会】 

■予選リーグ 

vs 横浜朝鮮初級学校 0-0△ 

vs 磯子フレンズ SC  2-0○ 

■決勝戦 

vs 大崎 SC  3-1○ 

※最終結果： 優勝 

 JUNIOR YOUTH  

【県 U-15 リーグ】 

vs AFC茅ケ崎  6-0○ 

vs 湘南リーブレエスチーロ B 0-1● 

【県 U-13 リーグ】 

vs FC湘南ホワイト  3-1○ 

vs E’XITO YOKOHAMA 3-3△ 

vs 桐光学園中  0-3● 

vs サレジオ学院中  0-2● 

 YOUTH  

【市民大会 サッカー 一般の部】 

vs FT三ツ沢    2-2(PK3-0)○ 

【県クラブユースリーグ】 

vs FC川崎栗の木  0-3● 

 TOP  

【県社会人サッカーリーグ 1部】 

vs イトゥアーノ横浜  2-0○ 

vs FCグラシア相模原  4-2○ 

 PAPAS  

☆OVER50 

【市シニアマスターズ】 

vs チング倶楽部  2-1○ 

☆REC 

【県四十雀 4部リーグ】 

vs 駒寄シニア  2-3● 

☆COMP 

【県四十雀 3部リーグ】 

vs 茅ケ崎四十雀  1-1△ 

vs 横須賀シニア  0-1● 
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今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県リーグ 1部残留決定】 

かながわクラブ TOP チームは県リーグ

2 試合行い、10 月 6 日(日)にイトゥアーノ

FC 横浜に 2－0、10 月 20 日(日)に 4－2

で FC グラシア相模原に勝利し、リーグ戦

全日程を終了しました。その結果、6 勝 3

分 9 敗 勝ち点 21 で 10 チーム中 6 位に

なり、1 部残留が決まりました。特に、最終

戦の FC グラシア相模原とは、負ければ 8

位となり、入れ替え戦か自動降格（関東リ

ーグへの昇格チーム数によって変動）に

なる瀬戸際の試合、相手に先制されて苦

しい試合展開になりましたが、選手たちは

先制されても落ち着いてボールをつなぎ、

前半のうちに逆転することができました。 

今シーズンを振り返ると、以前の 1 部に

いた時よりもリーグ全体のレベルが上がっ

ており、簡単に勝てる試合は 1 試合もあり

ませんでした。来期も関東リーグから神奈

川教員が県リーグへ降格が決まっており、

さらに厳しいリーグ戦にになることが予想

されます。今後はチーム全体の底上げを

図り、レベルアップしていきたいと思って

おります。 

 1 年間応援ありがとうございました。引き

続き TOP チームの応援よろしくお願いい

たします。 

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

 

YOUTH 

11 月 3 日に県クラブユースリーグの初

戦である FC川崎栗の木戦を戦いました。

新メンバーを含め最後まで粘り強く戦うこ

とができており、前半は0-0で折り返し粘り

強く守りながら攻撃でも良い形が作れて

いたのですが、ミスからの失点を重ねてし

まい敗戦となってしまいました。攻撃では

最後のフィニッシュの一歩手前までは良

い形を作れているのですが、シュートまで

持っていけなかったり、シュートの精度を

欠いたり、守備面ではゴール前の大事な

局面でのミスが出てしまいました。日頃の

取り組みのルーズな部分が、試合の大事

な場面で出てしまいました。ただ、敗れは

したものの今後に繋がる手応えを掴めた

部分もあり、選手たちは次に向けて切り替

えて取り組むことができています。 

新メンバーの加入や復帰組の 3 年生も

加わりチームの雰囲気は上向きです。11

月はほぼ毎週末に県クラブユースリーグ

の公式戦が組まれております。もちろん結

果にこだわり取り組んでいきますが、結果

だけでなく、試合-トレーニング-試合とい

うサイクルを通して、この 1ヶ月でチーム力

をどこまで上げられるかを意識して取り組

んでいきたいと思います。 

（豊田 泰弘） 

 

JUNIOR YOUTH 

10月は久しぶりにU15リーグを戦いまし

た。ここまで 1勝 1敗でむかえた 3戦目と

なりました。小雨で気温が低いなかでの試

合でしたが試合開始早々から攻撃的に戦

い、積極的にプレーをしながら、優位に試

合を進めることができておりました。中 3生

や中 2 生は 8 月末の高円宮杯以来の公

式戦でもありましたが、それぞれが気持ち

の入ったプレーをし、それぞれの役割をし

っかりやりつつ、仲間を鼓舞しながら全員

で勝利を目指して戦ってくれました。中 1

生も含め、全員でしっかり戦ったことが結

果にも結び付いて良かったと思います。 

このU15リーグの大会期間は 11月末ま

でで、これから中 3生は最後の一ヶ月とな

ります。一戦一戦を大事に丁寧に戦い、

真剣に取り組み、楽しみながら、試合を勝

って終えられるように、精一杯やってほし

いと思っております。スタッフ一同でサポ

ートしてまいります。 

U13 リーグのほうは 10月末でファ－スト

ステ－ジ全日程を終了いたしました。 

試合結果は別紙を参照していただけれ

ばと思いますが、中 1 生は入団から約半

年が経ち、成長スピ－ドはそれぞれ違い

ますが確実に成長していることを感じてお

ります。それにともないリーグ戦の結果に

結びついたら最高なのですが、たとえ勝

てなかった試合でも随所で技術的に良い

プレーや判断の良いプレーがでます。もう

少しの頑張りが試合結果に結びつくのか

もしれません。局面で戦える選手が少な

いので、そうした部分は改善していけるよ

うにしていきたいと思います。 

ファ－ストステ－ジを終えたばかりです

が、すぐ 11月からセカンドステージが始ま

ります。中 1生は U15 リーグも同時に戦っ

ておりますので、タイトなスケジュ－ルにな

りますが、さらなる成長に期待していきた

いと思います。 

引き続きよろしくお願いいたします。 

(新田 友和) 

 

 10 月は残りの U-13 リーグ 3 試合を全

て行いました。VS湘南ホワイト戦ではよう

やくリーグ戦初勝利をすることができまし

た。リーグ戦全てを終えて勝ち点 7しかと

ることができませんでしたが、課題が明

確になった 1st ステージでした。 

2ndステージは早くて 11月下旬から始

まります。この短い期間で課題を克服し
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て 1st ステージよりもさらに良い結果を残

していきたいと思います。1st ステージで

の課題は勝てる試合を何試合も逃して

いること。ジャンプヘッドが上手く出来ず、

失点に多く繋がっていること。絶対に勝

ちたいと思っている人と何となく試合をし

ている人がいて、局面でサボる選手がい

ること。攻撃にテンポがなくても一定のス

ピードで攻めていること。ボールを受ける

のを怖がっている選手がいること。これら

の課題を解決していくために 11 月の練

習、練習試合を行なっていきたいと考え

ています。また、ポゼッションサッカーを

目指して行くためにも、更に止める・蹴る

の技術向上を目指していきたいと思いま

すので今後ともよろしくお願い致します。 

(今川 輝一郎) 

 

小 6 

10月は JFA リーグの試合を 2試合行い、

後期のリーグ戦を 8 勝 1 分の 1 位で終え

ることができました。また、11月3日に参加

した日朝親善サッカー横浜大会では優勝

することができました。どんな大会でも 1位

や優勝することは決して簡単ではなく、選

手たちは本当によく戦い素晴らしい結果

を得ることができました。結果はもちろん

素晴らしいですが、次の試合はどんな相

手なのかワクワクし、どんな試合ができる

のかドキドキし、どんな試合でも 100%を出

せるよう取り組み、試合中は真剣勝負を無

心に楽しむことができるようになってきて

おり、良い雰囲気になってきていることが

結果以上に非常に嬉しいです。 

 10 月も引き続きジュニアユースの体

験会を実施しており、内部の6年生も多数

参加してくれています。来年以降もこの小

6 メンバーでサッカーをすることができれ

ば、さらに良いチームになるのではないか

と思っています。ぜひみんなで誘い合っ

て今後の体験会に参加して、引き続きか

ながわクラブでサッカーを続けてもらえた

らと思います。 

(豊田 泰弘) 

 

小 5 

原CUPから早くも1カ月が経ちますが、

日頃の練習への姿勢はどうですか？最近

は子ども達に、『本気』という言葉を多く掛

けている気がします。原 CUP直後の練習

のゲームでは、公式戦さながらの気持ち

の入ったプレーが随所で見られ、心境の

変化をとても嬉しく思いました。 

しかし、1カ月も経つとあの悔しさを忘

れてしまったのか、少し気が抜けているよ

うにも感じます。毎度のことですが、あと一

歩のところで試合に負けて、涙を流すくら

い悔しい気持ちを受けながら、その悔しさ

を一瞬で忘れてしまっていたら同じことを

繰り返すだけだと思います。コーチ自身も

試合に勝ちたいし、勝たせてあげたい気

持ちはもちろんあります。しかしプレーす

るのは子ども達自身です。一つ一つの練

習を適当にやっているのと、考えながら練

習の意味を捉えチャレンジしていくのには

大きな差が生まれます。 

最近行なっている 2vs2、3vs3の練習で

はまだ細かな事は言っていませんが、練

習を見ていてもただ単に相手のゴールを

奪うことしか意識していないように見えま

す。相手のゴールを奪うことは最も重要な

ことですが、相手は必死にゴールを守っ

てきます。その相手に対してどう崩すか、

ボールの持ち方、ボールの回し方、ポジ

ションの位置等工夫すれば簡単に点が取

れるのに、まだそれに気づけていないの

か、自らを追い込んで苦し紛れのシュート、

相手を振り切り中にフリーな選手がいるの

にパスが出ない。こちらから、細かくプレ

ーを止めて口を出すのは簡単なことです

が、前から言っている様にピッチに立って

いる選手が見ている状況で判断できるよう

になってもらいたいのと、自信をつけても

らいたいです。 

もっと掘り下げれば基礎のトラップ、パ

スの練習ももっともっと取り入れたいです

が、限られた練習時間の中で試合の実践

に近い形で練習したいので、基礎練習の

時間は少なくなってしまうかもしれません

が基礎はとても大切です。各自の自主練

等で補っても良いと思います。 

来年 1月には市長杯が控えています。

こちらも選抜メンバーで挑む予定ですが、

まだメンバーは確定していません。2年前

の 5年生はベスト 8の成績を残しています。

一回戦からトーナメント方式なので、もち

ろんくじ運もあるかと思いますが、ベスト 8

の上を狙っていきたいです。 

そのためにも毎回の練習を『本気』で行

えるよう心の準備、身体の準備をしてきて

下さい。楽しむことも大切ですが、ふざけ

て適当にやるのとは違います。 

みんなが楽しんでくれそうな新しいメニ

ュー、中には少し難しいメニューもあるか

もしれませんが、たくさん考えているので

お楽しみに！ 

(菊地 健志郎） 

 

小 4 

【課題克服のために(1)-15 分間考え続け

る】 

秋の公式戦（国チビ）を終えて、明確に

なった課題がいくつかあります。それらの

課題克服のために、今グラウンドで行われ
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ていることをお話ししたいと思います。普

段の活動（港北小や大口台小での活動）

は、言うまでも無く、試合でどれくらいのパ

フォーマンスが発揮できるかということを目

標に行われます。合計 6 試合を経験して、

チームとしてだけでなく個人としても、何が

できて、何ができなかったのかを振り返る

ことは意味のあることです。 

チーム全体としては、WチームもBチー

ムも失点の時間帯が前・後半の最後の 5

分間に多く見られました。肉体的なスタミ

ナもそうですが、何よりも頭（脳）のスタミナ

も 10分間が限度で、それ以降はパフォー

マンスが低下していることの証です。頭が

働かなくなれば（脳からの指令が正確性

を欠けば）体の動きも精度を欠き、走れな

い、判断ミス、精神的な落ち込みが生じて、

失点を重ねることになります。15分間集中

して考えられるスタミナをつけさせたいとこ

ろです。 

では、なぜこうした現象が起こるのかと

いうことになりますが、原因は明確で、普

段の活動の中でゲームの時間を 15 分間

とるのは難しいことが挙げられます。15 分

間のゲームをあまり経験できないことで、

公式戦の 15分ハーフの試合では、前・後

半最後の 5分間で息切れしてしまうのでし

ょう。そこには、人数が多いことや、個々の

技術向上のための技術練習が多いことと

いう事情もあります。 

そこで、ゲーム時間を確保できない分

は、ゲームのないチームはお休みではな

く、ミニゲームやドリブル練習などを課して、

15 分間以上動き続けるようにしています。

しかし、それでも水分補給をしたり、チー

ム分けをしたりして、実質的に連続して 15

分間、動くことはできません。後は、活動

時間以外に沢海塾でたくさんゲームをす

ることをお願いしたいところです。できれ

ば 15分間のゲームを…。 

【課題克服のために(2)-シュートのアイデ

ィア】 

次の課題としては、日本代表と同様に、

もしかすると日本人特有の気質として、決

定力不足が挙げられます。4 対 4 の練習

を行いながら、シュートの精度を上げてい

くということも考えられますが、4 対 4 は基

本的に 4 人の連携を深めたり、個々の動

きを確認したりという部分が大きすぎて、

更に、ここで決定力を要求することになる

と、虻蜂取らずになってしまう危険性があ

ります。 

そこで、最近はシュートに特化した練習

を多めに取り入れるようにしています。中

央突破のためにワンツーパスからシュート

をしたり、サイドを崩してからセンターリン

グを上げてシュートをしたり、様々なパタ

ーンを想定して行います。基本的なパタ

ーンは練習しますが、試合で同じ場面が

再現されることは全くと言っていいほどあり

ませんので、基本的なパターンを身につ

けた後は、個々のアイディアやイマジネー

ションが重要になってきます。ここでも、や

はり考えることが重要なのは言うまでもあり

ません。 

【課題克服のために(3)-細部（ディテール）

にこだわる】 

徹底的に鍛えられた詰めの速いチーム

には、両チームとも概ね苦戦を強いられま

した。練習してきたドリブルやフェイントを

発揮する前に相手の勢いに気圧されてし

まい、何もできない状態だったように思い

ます。 

相手の詰めが早ければ、ダイレクトで

（ボールをコントロールせずに）ボールを

はたくとか、コントロールの精度を上げるこ

とが必要になります。また、スピードを含め

たドリブルの精度やフェイントの精度も、

同時に上げなければなりません。 

何となく言われたことを繰り返す練習で

はなく、常に頭で相手をイメージしたり、常

に全体を見渡せるような体の向きでボー

ルを持ったり、足もとから 30cm 以内にボ

ールをコントロールしたりする練習が求め

られます。意識を持って取り組むことが大

切なのです。 

更に、相手の逆をとるための動きを入

れたり、ディフェンスのマークを外す動き

を入れたり、視野を確保するための動きを

入れたりすることも重要になります。細か

なことですが、細部（ディテール）にこだわ

ることが上達への最短距離なのです。 

ボールを蹴ることにもこだわりたいところ

です。足もとにつけるパスも、相手のディ

フェンスの位置によって、右足につけるの

か左足につけるのかを考えましょう。ディ

フェンスの頭を越えるパスなのかグラウン

ダーのパスなのかの選択も大事です。勿

論、味方の足もとへのパスなのかスペース

へのパスなのかも的確に判断する必要が

あります。 

ということで、細部（ディテール）にこだ

わる際にも、考えることは不可欠だというこ

とがお分かりいただけることでしょう。 

【お詫び】 

先月号の「今グラウンドでは」において、

最後の部分（原稿上の 3ページ目）がカッ

トされて掲載されませんでしたので、今回、

それを掲載します。【プレイヤーズ・ファー

スト】の後半と【保護者の皆様への感謝】

になります。 

 

特に、Wチームが参加した1部リーグで

は、指導者を含め保護者も勝負に対して
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熱くなりすぎて、試合中に指示とは思えな

い暴言や応援とは似ても似つかない技術

的な指示（？）が飛び交っていました。そ

こには JFAが推し進める「プレイヤーズ・フ

ァースト」の欠片も見られませんでした。こ

うした大人たちの心ない行為が子どもたち

に与える悪い影響は計り知れません。子

どもたちのためにならないのであれば、公

式戦への参加見直しも検討せざるを得な

いかもしれません。 

【保護者の皆様への感謝】 

4 年生は 2 チームエントリーということも

あって、幹事チームとしてリーグ戦を運営

しなければなりませんでした。つきまして

は、数多くの保護者の方々に朝早くから

日が暮れるまで、グラウンドにて様々なお

手伝いをしていただきました。雨のために

2時間ずらして実施する日もありました。水

が浮き、ぬかるんだグラウンドに砂を撒い

て、試合ができる状態に整備していただ

いたり、スパイクのポイントで穴だらけのグ

ラウンドにブラシをかけて、学校の授業に

支障をきたさないよう整備をしていただい

たりしたこともありました。本部では、お母

様方を中心に、スムーズな試合進行にご

協力をいただきました。 

グラウンドの設営、試合の運営、撤収、

そして審判まで、保護者の皆様の多くの

ご協力により、3 日間滞りなく実施すること

ができました。本当にありがとうございまし

た。かながわクラブの保護者の皆様は「プ

レイヤーズ・ファースト」の精神を十分に持

ち合わせていらっしゃると感じました。 

子どもたちには、常々、何の心配もなく

サッカーに集中できる環境を準備してくれ

た保護者に感謝しつつ、試合で一生懸命

にプレーをすることが何よりの感謝になる

と伝えています。これからも、子どもたちの

ためにご協力を頂ければと思います。 

（佐藤 敏明） 

 

小 3 

10 月も終わり少しずつ寒くなってきまし

た。週末は雨予報が多く練習がなかなか

できない日が続き残念でした。 

回数は少なくとも練習、試合共々1 回 1

回を大事にして、一生懸命取り組んでい

ってもらいたいと思います。 

子ども達の取り組む姿勢、チ―ムワーク、

日に日に意識が変わってきており、良い

雰囲気でサッカーができていると思いま

す。 

練習での試合を見ていても１人１人が

全力のプレーをして練習の中でやったこ

とをチャレンジする姿勢が多く見られるよう

になり、より試合内容はアグレッシブにな

ってきています。ドリブル、パス、シュ―ト、

攻守の切り替えの判断スキルは向上して

いるので、こちらも引き続き全力で取り組

んでいきます。 

能力には個人差があり、できないことは

決して恥ずかしいことではありません。で

きないからといって恥ずかしがってやらな

かったりあきらめたりすることなく、楽しみ

ながら何度でもトライしていってもらいたい

と思います。こちらも失敗を恐れず思い切

ってトライできる雰囲気を引き続き作って

いけるよう取り組んでまいります。 

試合においては、攻めにおいても守り

においても少しずつ出始めている連動性

をさらに加速させて、連動性があり楽しみ

ながら勝てるサッカーにしていきたいと考

えております。 

(栗城 聖也) 

 

小 2 

【国チビが終わりました】 

10 月 6 日をもって国チビ大会予選リーグ

が終わりました。天候に恵まれず延期もあり

ましたが、保護者の皆様におかれましては、

ご家庭でのサポート、現地で温かい声援を

送っていただきありがとうございました。最終

日の選手たちも精いっぱいプレーし、たくさ

んピンチを防ぎ、相手ゴール前にボールを

運ぶことも増えて逞しい姿を見せてくれまし

た。精いっぱいプレーするなかで判定に悔

しい思いをした試合もありましたが、これもサ

ッカーでは起こることだよ、という話をしまし

た。この大会で得た喜びや悔しさが選手た

ちの飛躍のキッカケになれば参加した意義

があったのかなと思います。 

今後とも選手たちへ温かいサポートを宜

しくお願い致します。 

(嘉手納 大輝) 

 

幼児・小 1 

｢学習指導要領が約 10 年ぶりに改訂さ

れ、2020 年度より小学校から順に実施さ

れます。今回は、これまでにない大きな改

訂で、それに伴い学校教育も大きく変わ

ることが予想されます。 

その背景にあるのは、社会の変化です。

人口知能(AI)などの技術革新やグローバ

ル化が急速に進む中で、これからの社会

や生活、国際環境が激変することが予想

されているからです。子供たちには、こうし

た予測困難な時代を生き抜くための｢資

質・能力｣が求められており、そのことが今

回の大幅な改訂へとつながっています。 

新学習指導要領の目指す｢資質・能力｣

には３つの柱があります。すなわち、｢知

識・技能｣｢思考力・判断力・表現力等｣｢学

びに向かう力・人間関係等｣です。この３
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つを分かりやすく言えば、子どもたち自ら

が課題を見つけ、自ら学び、考え、実行

する力です。これらは予測困難な社会や

人生を切り開くための｢生きる力｣とも言え

るでしょう。 

学習指導要領の改訂に伴い、学校の

授業はどのように変わるのでしょうか。一

番の変化は｢協働・双方向型授業｣への転

換です。 

これは、これまでの授業のように、先生

が黒板を使って一方的に教え、子どもが

それを覚えるのではなく、先生が問いを発

し、それについて子どもたち自身が考え、

自ら答えを導き出していくような授業で

す。 

そこで大事なことは、｢主体的かつ対話

的な学び｣です。具体的には、１つの問い

に対し、まずは間違っても構わないので、

クラスメートと対話しながら解決策や解答

を見つけ出すのです。そうしたなかで、思

考力や判断力が形成され、人に伝えるた

めの表現力も身につきます。この“どのよう

に学べば問題解決につながるのか”との

｢学び方を学ぶ｣ことが、将来にわたっての

｢生きる力｣にもなるのです。（中略） 

このような学校教育の変化のなか、これ

からの家庭教育で大事なことは、“主体的

に考える子ども”を育てることです。そのた

めには、｢なぜ？｣｢どういうこと？｣｢だか

ら？｣｢どうしたい？｣という言葉を多用する

ことが求められてきます。親が一方的に

｢あれをしなさい、こうしなさい｣と指示する

のではなく、問いかけることによって、主体

的に考えられるクリエイティブな子どもを

育てるのです。新しい時代を生きる力を持

つ子どもを育てるためには、親もまた意識

を変えなければなりません。(灯台 11 月

号：『学校の授業が変わる！：横浜国立大

学名誉教授 高木展朗 より抜粋) 

｢知識・技能｣｢思考力・判断力・表現力

等｣については、かながわクラブの指導理

念３Ｂ（Ball-control、Body-balance、Brain）

の Ball-control と Brain に合致しています。

ボールを自由に扱う技術、個人で／グル

ープでゴールを奪う／相手ボールを奪う

ための(サッカーのルールを含めた)プレ

ーの知識と技術をしっかりと身につけるこ

とで、自由な発想で一つひとつのプレー

を楽しみ、試合そのものを楽しむことが可

能になります。 

コーチが｢ああしろ、こうしろ！｣というの

ではなく、また、｢どうしたい？｣｢どうしたら

いいか、考えて！｣といっても、まだまだ技

術、知識、判断力、経験値が足りないため、

｢考える｣こと自体ができない子どもたちに

どのように関わっていけばよいのか？子ど

もたちの｢主体的かつ対話的な学び｣を助

ける上で、コーチとして何をすべきかを常

に考えて取り組んでまいります。 

（浜野 正男） 

 

PAPAS 

REC（レック）は１０月６日、シニアリーグ

四十雀４部の全日程を終了。５勝６敗の勝

ち点１５で、１２チーム中６位でした。４勝２

敗と昇格争いした前半戦の勢いはどこへ

やら、９月からの後半戦は１勝４敗と失速

しました。ただ最終成績はチーム結成以

来、最高の数字（と思います）。昨季は５

点だった得点は今季１２点。失点も２２点

から１６点に減らせました。昨季は最下位

でしたから、健闘・充実の１年と総括して

いいでしょう。 

躍進の理由は多々ありますが、参加人

数が増えたことが大きかったと思います。

キャプテンの宮崎さんの調べでは、1試合

平均１５人。２４人いるレックですが、平均

年齢４８歳。実質は五十雀。フル６０分出

ずっぱりはきつい。交代要員４人は心強

かったです。ちなみに昨季は１試合１３人

でした。 

開幕３連勝で自信をつかんだメンバー。

実力互角の勝てる相手と序盤戦で当たっ

た組み合わせの幸運もありましたが、終盤

戦までモチベーションは高いままでした。

ワクワクするようなリーグ戦を戦えた一番の

要因は、参加しやすい雰囲気を、田近監

督、宮崎キャプテンを始めとするメンバー

全員が作り出していたことです。励ましだ

けでなく、勝つために叱咤の声も出るよう

に。チームが成長を続けている証でしょ

う。 

来季が現状のままだと、平均４９歳と熟

成が進みます。関心・興味のある方はお

気軽にメンバーにお声がけください。来季

も「試合を楽しみながら、勝敗にもこだわ

る」をテーマに、大人になりきれない「サッ

カー小僧」たちのフットボールライフを充

実させていきます。 

（服部 利崇） 

 

ヨーガ 

【髪を短くしました】 

もうずいぶん長い間、私の髪はボブスタ

イルでした。いわゆる「オカッパ頭」ですね。

自分としても一番落ち着く髪型ですし私

の髪質にもあっているようでもあり、いろん

な意味でしっくり馴染む髪型です。でも、

どんなに気に入っていてもずっと同じだと

少し飽きてきたりするものです。 

良い感じに伸びてきていたのでこのま

まロングヘアにしてみるという選択肢もあ

ったのですが、ちょうど誕生日も迎えること

もありイメージチェンジをはかることにしま
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した。 

バッサリとショートヘアにしてみたので

す。久しぶりに髪が短くなるととてもスッキ

リとした気分です。顔型に合わせてデザイ

ンしてカットをお願いしたので小顔効果も

あるみたい。とても気に入りました。ヨーガ

クラスの皆様にもなかなか好評で満足ま

んぞく。 

と思っていたら、このタイミングで世の中

には「ヘアドネーション」というボランティア

の仕方があるということを知りました。「ヘ

アドネーション」とは病気やその治療のた

めに髪を失った方のために、医療用のウ

イッグを作る材料として髪を寄付するとい

うものです。あ～・・・髪の毛切っちゃいま

した。もう少し我慢して伸ばして寄付すれ

ば良かったかな・・・。後悔先に立たずとは

このことです。 

髪を寄付するには 30 ㎝以上の長さが

必要だそうです。今のこの髪の長さからす

ると気の遠くなるような何月が必要になり

ます。仕方ありません。しばらくはショート

ヘアを楽しむことにします。そして、またシ

ョートに飽きたころに髪を伸ばして「ヘアド

ネーション」を考えることにしましょう。健康

な髪を持つ幸せに感謝しつつ、カルマヨ

ーガでもある「ヘアドネーション」にいつの

日かチャレンジしたいと思います。 

(伊藤 玲子) 
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